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「福
岡
城
だ
よ
り
」

創
刊
九
年
目
に
寄
せ
て

臨
蠅
絆
臨
悧
鋤
歴
融
書
仁
田
　
辰
治

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

「福
岡
城
だ
よ
り
」
が
創

刊
し
た

の
が
今
か
ら
九
年

前

の
六
月

で
し
た
。
福
岡

城
築
城
四
百
年
を
記
念
し

て
結
成
し
た

「
実
行
委
員

会
」
の
機
関
誌
と
し
て
生
ま
れ
た

「お
城
だ
よ
り
」
で

し
た
。
会
の
記
録
に
加
え
て
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
、

ふ
る
さ
と
福
岡
城
の
資
産
文
化
を
後
世
に
価
値
あ
る
姿

で
伝
え
、
理
解
を
深
め
る
べ
く
頑
張

っ
て
き
た
手
造
り

の
広
報
紙
で
あ
り
ま
し
た
。

鴻
臆
館

・
福
岡
城
ゆ
か
り
の
人
々
の
執
筆
を
重
ね
て
、

い
ろ
い
ろ
な
催
事
情
報
や
研
究
成
果
発
表
等
を
掲
載
し

な
が
ら
常
に

「会
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
方
向
軸
を
明
記
し

て
来
ま
し
た
。

平
成
十
七
年

（二
〇
〇
五
年
）
の
第
五
号
か
ら
会
員

５
０
０
名
の
方
々
と
共
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
成
長
し
、
正

式
名
称

「鴻
臆
館
・福
岡
城
跡
歴
史
・観
光
・市
民
の
会
」

と
な
り
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
の
決
算
報
告

並
び
に
年
次
事
業
の
細
目
ま
で
も
記
載
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年

（二
〇

一
〇
年
）
か
ら
は
本
紙
表
記

を

「福
岡
城
だ
よ
り
」
と
改
め
、
更
な
る
福
岡
城
の
復

元
に
向
か
っ
て
内
容
を
濃
く
し
て
、
月
次
編
集
会
議
に

て
会
の
方
針
に
添

っ
て
制
作
発
行
さ
れ
る
姿
に
敬
意
を

払

っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
次
、
四
季
に
わ
た
っ
て
定
時
、

定
速
、
毎
三
〇
〇
〇
部
を
県
、
市
、
各
機
関
に
配
布
さ

れ
て
い
る
由
、
特
に
全
国
の
お
城
の
再
建
を
目
指
す
団

体

へ
も
提
供
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
惟
ギ
と
も
連
携
し
、
「お
城
」
の
貴
重
な
資
料

と
し
て
育
て
ら
れ
て
来
た
の
で
は
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。
今
回
か
ら
は
更
に

一
歩
前
進
し
て
、
福
岡
城
跡
の

「跡
」
の
字
を
削
除
し
た
会
名
と
共
に
前
に
向
か

っ
て

天
高
く
、
理
想
の
飛
龍
の
姿
を
描
い
て
く
だ
さ
い
。



第
１
回
「市
民
フ
オ
ー
ラ
ム
」

福
岡
城
・鴻
鮨
館
を
観
光
都
市
福
岡
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

―
勿
体
な
い
―

〈７
」
そ
活
か
そ
う
都
心
の
４８
万
甫
―

平
成
２３
年
度
福
岡
県

「新
し
い
公
共
」
支
援
事
業

輪
聾

鰤，
も
４

あ
っ
―
観
光
客
が
福
岡
を
素
通
り

九
州
新
幹
線
全
通
で
今
年
度
上
期
は
関
西

。
中
国
　
一

か
ら
九
州
入
り
こ
み
の
観
光
客
が
大
変
増
え
て
い
ま
　
一

す
。
と
こ
ろ
が
皆
さ
ん
福
岡
を
素
通
り
し
て
、
熊
本
　
一

や
鹿
児
島
に
向
か

っ
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
の
指
宿
温
　
一

泉
な
ど
宿
が
取
れ
な
い
く
ら
い
と
い
う
噂
も
出
る
く
　
一

ら
い
で
す
。
ど
う
も
遠
方
か
ら
見
え
る
方
々
に
と

っ
　
一

て
福
岡
は
観
光
地
で
は
な
い
と
思

っ
て
い
る
ら
し
い
　
一

の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
、
福
岡
に
は
素
晴
ら
　
一

し
い
歴
史

・
文
化
の
観
光
資
源
や
固
有
の
食
文
化
も
　
一

沢
山
あ
る
の
に
。
熊
本
と

い
え
ば
何
て
い
っ
た

っ
て
　
一

「
熊
本
城
」
二
水
前
寺
公
園
」
、　
一
寸
足
を
伸
ば
せ
ば
　
一

雄
大
な

「阿
蘇
」
と
誰
も
が
す
ら
す
ら
と
言
い
ま
す
。　
一

鹿
児
島
と
い
え
ば
、
噴
煙
の
上
が
る

「桜
島
」
、
そ
れ
　
一

に

「西
郷
さ
ん
」
「島
津
の
磯
公
園
」
近
く
に

「霧
島
」

一

「指
宿
」
温
泉
と
す
ら
す
ら
出
て
き
ま
す
。
福
岡
と
い
　
一

え
ば
す
ら
す
ら
出
て
く
る
の
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。
　
一

福
岡
市
民
が

「
遠
来
の
お
客
様
を
案
内
す
る
と
こ
ろ
　
一

は
？
」
と
問
わ
れ
て

「う
―
ん
」
と
な
り
ま
す
。
「大
　
一

宰
府
」
、
「柳
川
」
で
す
か
。
福
岡
市
で
は
な
い
で
す
ね
。　
一

そ
う
だ
福
岡
に
は
万
人
が
思
い
つ
く

「
ラ
ン
ド
マ
ー
　
一

ク
」
が
な
い
の
で
す
ね
。
福
岡
に
観
光
に
行

っ
て
み
　
一

よ
う
と
思
わ
な
い
。
困

っ
た
も
の
で
す
。
何
と
か
福
　
一

岡
に
も

「
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
よ
。　
　
一

都
心
の
福
岡
城

・
鴻
臆
館
は

い
っ
た
い
ど
う
な

っ
て
い
る
の

都
心

に
あ
る
４８
万
２ｍ
の
福
岡
城
、
そ
こ
に
は

１
３
０
０
年
も
前
の
鴻
臆
館
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

福
岡
城
下
町
と
し
て
今

の
姿
に
出
来
上
が

っ
た
東

西
７
ｋ
ｍ
の
福
岡
の
ど
真
ん
中
に
ぽ

っ
か
り
と
真

空
地
帯
の
よ
う
に
福
岡
城
と

い
う
史
跡
が
ひ

っ
そ

り

（？
）
た
た
ず
ん
で
い
る
。
こ
れ
こ
そ
立
派
な

石
垣
も
残

っ
て
い
る
歴
史

・
文
化
の
殿
堂
で
は
な

い
か
。
あ
ま
り
人
も
訪
れ
ず
、
市
民
も
行

っ
た
こ

と
が
な

い
と

い
う
人
が
沢
山

い
ま
す
。
ま
こ
と
に

勿
体
な
い
話
で
す
。

こ
こ
か
ら
今
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
始
ま
り
ま
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
イ
で
今
の
福
岡
城
を
少

し
模
様
替
え
し
て
見
ま
し
ょ
う
。
こ
ん
な
に
素
敵
な

壮
大
な
も
の
だ

っ
た
の
か
―
精
巧
な
模
型
の
展
示

も
し
ま
す
。
こ
ん
な
に
立
派
な
天
守
閣
や
櫓
や
門
や

塀
が
堂
々
と
聾
え
て
い
た
の
か
。
び

っ
く
り
で
す
。

福
岡
城

・
城
下
町
の
魅
力
紹
介
、

金
沢
城
か
ら
も
学
ぼ
う

お
二
方
の
ス
ピ
ー
チ
が
始
ま
り
ま
す
。
九
州
大

学
名
誉
教
授
の
丸
山
え
成
先
生
の

「
天
下
の
福
岡

城
と
多
彩
な
文
化
の
城
下
町
」
で
す
。
黒
田
如
水

・

長
政
親
子
の
つ
く

っ
た
国
際
都
市
福
岡
の
構
想
を

今
に
重
ね
合
わ
せ
ま
す
。

次
は
北
陸
の
金
沢
城
調
査
研
究
所
長
北
垣
聰

一
郎

先
生
の

「福
岡
城
と
似
て
い
る
金
沢
城
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
で
す
。
明
治
の
初
め
に
陸
軍
が
城
域
を
押

さ
え
た
か
ら
、
今
で
も
城
郭
が
そ

っ
く
り
残

っ
て
い

る
。
し
か
し
建
築
物
は
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
い
い
く

ら
い
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
福
岡
城
と
金
沢

城
は
似
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
今
観
光
都
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
来
て

い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
境
涯
の
似
て
い
る
金
沢
城
の

話
を
聞
い
て
福
岡
城
活
用
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

す
。
ど
ち
ら
も
城
下
に
は
伝
統
的
な
町
屋
が
残

っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
二
人
の
先
生
も
交
え
て
、
会
場
の
参
加
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
も
聞
き
な
が
ら
ト
ー
ク

セ
ツ
シ
ョ
ン
で
未
来
の
福
岡
城

・
鴻
臆
館
の
あ
り
方

を
熱

っ
ぼ
く
語
り
合

っ
て
貰

い
ま
す
。
そ
し
て

「あ

な
た
な
ら
ど
う
す
る
都
心
の
４８
万
２ｍ
」
と
い
う
市
民

意
見
の
募
集
を
告
知

い
た
し
ま
す
。
３
月
ま
で
に
ア

イ
デ
ィ
ア

・
構
想
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

主
催

¨
福
岡
城

・
鴻
臆
館
の
将
来
を
市
民
と
考
え
る

実
行
委
員
会

共
催

¨
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局

後
援

¨
福
岡
市
　
福
岡
市
教
育
委
員
会
　
福
岡
商
工

会
議
所
　
福
岡

コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ビ

ュ
ー

ロ
ー
　
福
岡
青
年
会
議
所
　
福
岡
ア
ジ
ア
都

市
研
究
所
　
九
州
電
力
　
西
日
本
鉄
道
　
福

岡
銀
行
　
ホ
ー
ク
ス
タ
ウ
ン
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
鴻
臆

館

・
福
岡
城
歴
史

・
観
光

。
市
民
の
会

お
問
い
合
わ
せ

一
事
務
局

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
鴻
臆
館

・
福
岡

城
歴
史

・
観
光

・
市
民
の
会
）
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市
民
大
学
第
四
期
生
誕
生

第
四
回
福
岡
歴
史

・
観
光
市
民
大
学

は
、
六
月
六
日
の
開
講
式
か
ら
始
ま
り
、

十

一
月
十
四
日
に
終
講
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
盛
況

で
、

今
年
は
申
込
者
が

一
五
七
人
も
あ
り
選

ば
れ
た

一
一
六
人
が
受
講
し
、
八
二
％

に
あ
た
る
八
九
名

の
方

々
に
修
了
証
書

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

と
て
も
熱
心
な
方
が
多
く
毎
回
の
出

席

率

も

良

く
、

次

年

度

の
開
催

に

つ

い
て
も

お

尋

ね

が

あ

り

年

々
、
充

実

し

た
市

民
大

学

に

な

っ
て
き

て

い

ま
す
。

Ｔ

・

学大民

師与́式
０
０

，

菫
成



澤垣凛の戦い

PHP研究所発行「歴史街道 2009.4」 より

①

『圏
塁
鱚
ｍ

ｅ
ｙ
巫
陪
は
漂
」
を
訪
鋏
隆
茫

霙
烙
鰺
　
平
贔
卜
鸞
三
年
ま
兌
十
《
祗

《量
）

慶

長

五

年

（
一
六
〇
〇
）

九
月
九
日
、
天
下
分
け
目
の

関
ヶ
原
戦
を
前
に
し
て
、
黒

田
如
水
は
天
下
を
夢
見
て
軍

を
起
こ
し
中
津
城
を
進
発
し

ま
す
。

西
軍
に
組
み
す
る
国
東
半

島

の
諸
城
を
攻
略
し

つ
つ
、

大
友
義
統
軍
を

「
石
垣
原
」

に
て
破
り
、
北
九
州
全
域
を

制
圧
し
ま
す
。

②

『隈
本
な

。
宇
土
な

。
推
敷
隧
』
を
訪
ね
蝙
目

荼
雉
鶉
　
導
巡
几
鸞
舅
仄
疱
覺
十
億
囃

⌒量
）

黒
田
如
水
は
東
軍
方
の
隈

本
城
城
主
加
藤
清
正
と
連
携

を
密
に
し
、
肥
後
水
俣
ま
で

軍
を
進
め
西
軍
方

の
薩
摩

・

島
津
勢
と
対
峙
し
ま
す
。

関
ヶ
原
合
戦
後
、
黒
田
家

は
筑
前
国
五
十
二
万
石
、
加

藤
家
は
肥
後
国
五
十
四
万
石

の
大
々
名
と
な
り
ま
す
。
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際出側口副嘲甲:Ю九    ねる|
黒田如水は、天正15年 (1587)豊臣秀吉の九州征討で戦功をあげ、中津城を築きました。
黒田長政は、慶長5年 (1600)関ケ原合戦において大功をおさめ、筑前国52万石の太守となり広大な城を築き「福岡城」と
名付けました。

以来400年後、「福岡県福岡市」の地名が生まれ、九州の中心都市として発展を続けています。
本年も黒田如水・長政親子の戦功を顕彰する歴史探訪バスツアーを下記の通り実施します。会員の方は勿論のこと、友人知

人の方にもお誘いの上、お気軽にご参加頂きますようご案内申し上げます。

福岡城市民の会 事務局長 岡部 定一郎

●旅行代金 第1回 ¥25,000円  第2回～第8回各回¥9,000円
●募集人員 各回30名 (最小催行人員、各国20名 )
●企  画 NPO法人 福岡城市民の会 同行 :岡部定―郎 野田弘信  ●旅行実施 (株)西日本新聞旅行

圃 |`■

'=|ホ
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福岡城・市民の会の名称が変わりました !!
NPO法人 鴻臆館・福岡城跡歴史・観光・市民の会 (平成17年 2月 8日 に発足)の名称を変更い
たしました。

当会の活動目的の一つである鴻臆館・福岡城の復元や保全に関する研究及び啓蒙事業を進

める際に福岡城跡の表現は、適正でないと判断して「跡」を削除し鴻臆館・福岡城歴史・観光・市

民の会となりました。法務局に手続きをいたしまして平成23年 10月 28日 に認可、11月 8日 に

登言己が終りました。

これからも会員の皆様方とともに、この会を発展させていきたいと決意も新たに事務局員
一同頑張ってまいります。応援よろしくお願い申しあげます。

第1回
平成24年

3月 9日 (金 )・
10日 (土 )

豊臣秀吉の九州征討
「豊後・日向口」を訪ねる 1)白 2日 第5回 7月 14日 (土 )

九州の関ケ原「肥後水俣城・佐敷

城・宇土城」を訪ねる

需2回 4月 14日 (土 )
黒田家、九州最初の拠点
豊前「中津城」を訪ねる

第6回 9月 8日 (土 )
六端城めぐり①若松城・黒埼城・

高取城

需3回 5月 12日 (土 )
「文禄・慶長役」肥前名護屋城と

黒田陣屋跡を訪ねる 署7回 10月 13日 (土 )
六端城めぐり②益富城・小石原
城・右左良城

署4回 6月 9日 (土 )
九州の関ケ原「豊後国東半島と

別府石垣原」を訪ねる
0 11月 10日 (土 )

黒田長政がつくつた「直方藩」と
「秋月藩」
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編

集
後
記

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
市
民
の
会
に
と

っ
て
、
う
れ
し
い
年
に
な

り
そ
う
で
す
。

昨
年
九
月
か
ら
福
岡
県

「新
し
い
公
共
」
支
援
事

業
を
福
岡
市
や
民
間
の
方

々
と
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
の
会

の
歩
み
に
少
し
弾
み
が
つ
い
た
感
じ
が

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
福
岡
市
が
経
済
観
光
文
化
局
と
す
る
組
織
の

再
編
集
を
発
表
し
四
月
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
我
々

の
念
願
で
あ
る
福
岡
城

・
鴻
臆
館
の
再
生

へ
の
道
が

愁
眉
を
開
か
れ
た
気
が
し
ま
す
。

福
岡
城

・
鴻
臆
館
を
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
掲
げ
、
こ

れ
か
ら
大

い
に
飛
翔
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
は

龍
年
、
よ
り
躍
進
し
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
の
積
極
的
な
会

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
月
十
日
の

「市
民
フ
オ
ー
ラ
ム
」
も
併
せ
て
応
援

方
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。


